
別紙 11 

技術提案書を特定するための基準 

【浅野文庫等施設（仮称）新築工事に伴う基本・実施設計業務】 

 

評価項目 
評価の着目点 

配点 

(評価の比重) 

 判断基準  小計 

参加表明者 

の技術力等 
別紙 10「技術提案者を選定するための基準」による。 30 

30 

(30.0%) 

業務実施方針

及び手法 

（評価に当た

っては、技術

提案書の内容

及びヒアリン

グの結果によ

り、総合的に

判断を行う。） 

業務の理解度及び取組意欲 
業務内容、業務背景、手続の理解が高く、

積極性が見られる場合に優位に評価する。 
10 

10 

(10.0%) 

業務の実施方針 

業務の実施方針、取組体制、設計チームの

特徴（協力体制・業務分担体制等）について、

的確性、独創性、実現性等を総合的に評価す

る。 

10 
10 

(10.0%) 

評価テーマ

等に対する

技術提案 

＜評価テーマ１＞ 

収蔵環境に関する

機能の確保 

設定したテーマ等に対する技術提案につ

いて、的確性（与条件との整合性が取れてい

るか等）、独創性（工学的見地に基づく独創

的な提案がなされているか等）、実現性（提

案が理論的に裏付けられており、説得力のあ

る提案となっているか等）を考慮して提案ご

とに総合的に判断する。 

各テーマのポイントについては、次頁を参

照すること。 

15 

50 

(50.0%) 

＜評価テーマ２＞ 

展示・図書コーナ

ーに関する魅力的か

つ活用しやすい配置

や空間利用等 

15 

＜評価テーマ３＞ 

周辺の景観との調

和や施設特性などを

踏まえた外観及び外

部空間等 

15 

その他、設計上の

配慮事項等（評価テ

ーマに対する内容を

除く。） 

5 

合計点 
100 

(100.0%) 

※ 以下の非特定基準点のいずれかに該当する者は、特定しないこととする。 

① 評価項目「業務実施方針及び手法」の評価点の合計が 70 点満点中６割未満 

② 同項目の６つの評価の着目点のうち、いずれかの評価点が各配点の２割以下 

 

● 評価テーマ等のポイント 

・評価テーマ１：「収蔵環境に関する機能の確保」 

「浅野文庫等施設（仮称）整備基本計画（令和６年４月）」（以下「基本計画」という。）の第７章の内容を踏まえ、

多様な資料の特性を考慮した、収蔵庫内の資料の恒久的な保存のための環境整備について提案を求める。 

・評価テーマ２：「展示・図書コーナーに関する魅力的かつ活用しやすい配置や空間利用等」 

来館者の興味・関心を喚起する魅力ある常設展示を提案し、併せてコーナー全体を活用した企画展示を可能とす

る可変性を持った空間の整備について提案を求める。 

・評価テーマ３：「周辺の景観との調和や施設特性などを踏まえた外観及び外部空間等」 

  敷地が縮景園や「文化の道」に接しているという立地性や浅野文庫を始めとした古書や広島文学資料等の保存・

活用等を行うという施設の特性などを踏まえ、「郷土の歴史・文化を伝え、郷土愛をはぐくむ」という理念を体現す

るような外観及び外部空間等の提案を求める。 

・その他、設計上の配慮事項等（評価テーマに対する内容を除く。） 

別紙１「浅野文庫等施設（仮称）整備に係る基本方針及び設計条件等」及び基本計画の内容を踏まえた技術提案

を求める。 


